
Ⅰ地域づくり活動支援コース

No 団体名 代表者 活動・事業名 事業の目的 取組内容 実施場所 期待する効果・成果
交付額

（円）
審査委員会ｺﾒﾝﾄ 備考

山本 泰雄

お茶っこ1

NPO法人　ウィメンズ・
ウィングちば

【３年目】

女性が抱える様々な日々の悩みについて、自分の思い
を話せる場所を提供し孤立を防ぐ活動を評価します。
周知方法を工夫する等、広く参加を呼び掛ける努力が
必要です。
参加人数が毎回５人程度になるように工夫をしながら
開催してください。

50,000円

気軽に自分の思いを話せる場所が地域にあることが周知さ
れることによって、孤立を防ぎ、その人にとって安心・安
全な居場所になると良い。
カフェで気持ちの整理をしたり、情報を収集することに
よって、その人がエンパワーメントできるようになると良
い。

みんなの広場（NPO法人
ウィメンズ・ウィングちば
事務所)

2

生涯大学校 地域活動
外房会

3

NPO法人ウィメンズ・ウィングちばの事務所において
第２金曜日の14:00～15:30
「女性のためのおしゃべりカフェ」を実施。
カフェの約束事として
・人の話を聞く。遮らない。批判しない。
・この場所で話されたことは、口外しない。

女性は様々な人間関係において、しばし調整役となり自分の思いや悩み
を押し込めてしまいがちです。
コロナ禍の中で、Stay home、をしいられ、ストレスのある暮らしが続
く中、ほんの一時でも、日々の思いや悩みを気軽に話す場があることに
より、気持ちが楽になったり、問題が整理されたりします。女性たち
が、気軽に話ができる場所を地域で作りたい。

女性のためのおしゃべりカフェ宮田 喜美江

【新規】

環境の美化は地域を明るくするとともに、犯罪の抑止
等治安の保持にもつながる点を評価します。
設置後のごみ収集箱の修繕も含め、町内会・自治会と
調整して活動が継続することを期待します。
幅広く地域住民の参加を募るなど、地域全体の活性化
につながる活動となるよう努めてください。

49,000円

①緑区内の特別養護老人施設等の環境・安全の向上を図
る。
②緑区内の町内会・自治会が管理するごみ収集箱の環境を
改善して「カラス」等の鳥の被害をなくします。

緑区内の特別養護老人施
設、町内自治会等

主なボランティア活動
①緑区内の特別養護老人施設等の構造物外部の環境を整備する活動をします。
　・ごみ収集箱を木製の手作りをする。
　・構造物の外装部の汚れを清掃する。
②緑区内の町内会・自治会が管理してごみ収集箱の環境改善が必要な個所が多数あります。
　・ごみ収集箱を木製の手作りをする。
令和５年４月から翌年３月までに各特別養護老人施設等及び町内会・自治会の要望を受けて活動を行います。
なお木材等の資材の購入費用は、各特別養護老人施設等及び町内会・自治会に負担していただきます。作成する労
力等をボランティア活動で提供します。

平成25年４月　千葉県生涯大学校京葉学園　地域活動学部および造形学
部園芸学科に入学した千葉市緑区周辺に住んでいる１３名で発足しまし
た。また卒業後も主に社会福祉ボランティア活動の実践を通じて、地域
社会活動のリーダーの担い手となることを目的としました。
会員には、ボランティア活動への参加は、参加できるときに参加してい
ただくことに長く外房会が続くように企画しました。
コロナ禍の状況が見通せないことから令和５年度の事業では、下記の２
つの事業を実施します。
①緑区内の特別養護老人施設等の構造物外部の環境を整備する活動をし
ます。
②緑区内の町内会・自治会が管理してごみ収集箱の環境改善が必要な個
所が多数あります。

令和５年度　緑区地域活性化支援事業　交付団体一覧

交付団体数　９団体　（Ⅰ地域づくり活動支援コース　７団体　　Ⅱ区テーマ解決支援コース　２団体　Ⅲ地域拠点支援コース　０団体） 

メジカラネット6 【２年目】

地域住民が、誰もが備えなければならない災害時の対
応を通じて、障害及び障害者への理解を広げていく活
動であることを評価します。
　　　事業の進捗状況及びその効果が明らかになる活
動を期待します。
障害のある方を避難所に誘導する訓練は自主防災組織
や避難所運営委員会を加えて行うなど、地域の防災に
係わる団体と連携し情報共有しながら進めてくださ
い。

200,000円

障がい者と健常者が日頃より交流することで理解が進み、
災害時にも協力する意識が地域において醸成される。これ
により、地域全体が「安心して暮らせる街」となることを
期待する。
活動の停滞が課題となっている自治会や避難所運営協議会
の機能を、結果としてバックアップ出来るのではないか、
とも考えている。

土気あすみが丘プラザ（市
の避難所）、大多喜ガス
ショールーム（災害時応援
協定締結）、イオンスタイ
ル鎌取（災害時応援協定締
結）、イオンタウンおゆみ
野などで開催予定

メジカラネットは、緑区土気を拠点とする障がい者自立支援団体「NPO法人はぁもにぃ」、土気あすみが丘プラザ
指定管理者「株式会社京葉美装」など多様な主体とこれまでも協力関係があり、その協力実績を踏まえ事業を推進
する。
１．事業は３年計画で実施するが、今回の実施期間は「問題点を明らかにし、解決策を探る１年」とする。（３年
目は「問題解決に一歩近づく１年」）
２．体験会（サロン）開催を予定　（前年度に引き続きオンライン併用で実施予定）
内容は、その時々の状況により下記メニューの中から選択する。
①講演…過去の災害で経験したこと、災害発生時に課題となる事、備えについて（防災関連情報、災害時便利グッ
ズ）、地域の特性を知る、等々
②フリーディスカッション…参加者の災害体験、アイデアなどを語り合う
③インターネットで公開されているハザードマップを実見のうえ、各家庭のマイハザードマップ作成を支援
④避難所運営体験ゲームの実演（「HUG」等を活用）
⑤災害時便利グッズ、家庭での備蓄について紹介、使用体験
⑥視覚障がい者誘導体験
⑦ＩＴ講座（防災や災害時に役立つスマホアプリ、ＷＥＢ上での公開されている情報へのアクセス法など）
３．マイハザードマップ作成を小学校自由研究テーマとして地域の小学生等に（学校経由などで）提案
　大人の地域在住者に向けた提案や、機会があれば特定地域の自主防災マップ作成支援も視野に入れる
→避難経路を実際に歩いてみる会や作り方説明会の実施も検討する
　ハザードマップ作成ツール・災害想定チェックリスト（Ａ３版両面の印刷物）を配布、活用
４．障がい者サポート（視覚障がい者誘導方法）に関するハンドブック制作を引続き実施し、普段からの手助けに
ついて知識の普及啓発に努める

大規模自然災害による被災は千葉県も例外ではなく、千葉市内でも多く
の人が避難生活を余儀なくされた。こうした中、いろいろな障害や日本
語の不自由など、多様なハンディキャップを持つ人にも安心できる「避
難」とはどのようなものかを考え、そのポイントを多くの人に知っても
らうことにより、地域全体の「安全・安心」をレベルアップしていくこ
とが、本事業の目的である。
メジカラネットの代表奥山は、あすみが丘に長年在住し地域活動に携
わってきた。ここ十年ほどは視覚障害が進行し視覚障害者の自助活動に
も携わっている。近年、台風による千葉市内・千葉県内の停電や風水害
の事例を身近に経験する中で、災害時の共助について、千葉市と周辺地
域に住む関係者とともに災害時バリアフリーを考える必要性を痛感する
に至った。
特別な訓練や高度な技術ではなく、ちょっとした気づきや工夫で避難の
考え方や暮らしやすさは劇的に変わる。こうしたポイントは日常生活に
も役立つ例が多いので、楽しみながら体験を通じて学び、災害時に備え
ると同時に、緑区住民が地域防災や安心・安全に関心を持つきっかけと
なることを目指している。

緑区民の緑区民による緑区民の
ための災害時バリアフリー

奥山 淳

【２年目】

単なる居場所づくりに止まらず、地域の関係団体と連
携し事業運営を図っている点を評価します。
ウィズコロナ・アフターコロナを見据えた活動を視野
に入れ、今まで実施していなかった広報活動を行い、
参加者を増やし活気ある活動となることを期待しま
す。
今後は、開催回数の増加や開催場所の拡充に努めてく
ださい。

50,000円
ボランティアが中心となり、活気ある活動が継続している
こと。

高津戸町内会館

①コミュニティカフェ
気軽に集まって交流できる場の提供。
②リハビリテーション専門職による体操
千葉市内のリハビリ職の協力で、介護予防のためのミニ講話や、自宅での生活動作が続けられるための筋トレの指
導を受ける。
③ボッチャ・モルックなど体を動かせるプログラムを定期的に行う。

高津戸町の高齢化率は43.05％。40年程前に開発・分譲された小規模な
団地が集まる地域。現在は子世代が独立して実家を離れ、親世代のみが
残る世帯が多い。最寄駅までは徒歩20分。駅までの路線バスが令和4年7
月に廃線となり住民の足の問題が深刻になっている。コミュニティ施設
も駅周辺に集中しており通うことが難しくなっている住民も増えてきて
いる。令和2年8月から住宅街の空き家を利用して近隣住民が気軽に集ま
れる場所として活動開始。現在は高津戸町内会館に場所を移し、さらに
住民主体の活動として活動が活性化することを目指す。

コミュニティカフェ角田 真紀子

緑区内の特別養護老人施設等の
ボランティア活動の支援事業

7 おゆみ野自転車共生会
議

清水 亘
おゆみ野自転車安全推進プロ
ジェクト（遊歩道を中心に）

おゆみ野地区は周回遊歩道を持ち、多くの住人が通行に利用している。
歩行者、自転車等々。ところがそれらの間には、接触の危険が絶えな
い。また、おゆみ野地区は自転車レーンも整備されている。クルマと自
転車の間にも相互の理解が欠けている状況にある。そこで、歩行者、自
転車、クルマとの間に緩やかなゆずり合いの感覚を醸成し、多世代に
渡って持続的に安全な通行ができるように地域住民に働きかける対策を
実施する。
１月にシェアサイクルが整備されることも視野に入れ活動する。

100,000円

高齢者を対象とした体づくりや交流の場を設けた活動
を行い、元気と生きがいを感じてもらうなど、充実し
た日々を過ごせるよう支援することを評価します。
活動内容や参加者が偏ることなく、また安全に活動す
るために有資格者からアドバイスを受ける等、専門性
を有する機関との連携を検討してください。

地域で空地などの雑草を刈ることや沿道の花壇を手入
れすることで、通勤通学路を安全で安心して快適に利
用できるようにすることを評価します。
地域住民の活動により、通勤・通学路での犯罪予防や
ごみの不法投棄防止に結びつくことを期待します。
活動の際には法令順守はもとより、労働安全衛生規則
に準じる等の事故を未然に防ぐ対策を講じたうえで、
安全面に充分配慮し作業することを強く求めます。

4 大膳野町内会　（環境
美化整備グループ）

石川 康則 大膳野町　環境整備事業
雑木林、竹藪の枝伐採、下草の刈り取りによる歩行者通路の確保と交通
事故防止ならびに、ごみの不法投棄防止を目的とする。

従来から町内会員によるボランティア活動で、雑木林の枝伐採、ごみ集積場付近の草刈りを実施してきたが、今年
度はさらに春季～秋季を重点に月１回程度の活動をする。

大膳野町町内会
通勤通学路が明るく利用し易くなり、防犯・防災や交通安
全及びごみの不法投棄防止などの効果を期待する。また、
沿道の花壇により美しい町づくりに寄与する。

黒石 良市 いつまでも元気！クラブ

①遊歩道においての歩行者、自転車の棲み分け方について、現状認識による通行意識の醸成活動を行う。児童生徒
に加え保護者や地域の見守り活動者にも意見を貰いたい。
②自転車レーンにおいての、自転車、クルマの棲み分け方について、現状認識と実際に自転車で走行してみての感
想を導き出し、今後の自転車利用拡大に寄与するためワークショップを開催する。
③高校生になってからの自転車通学の安全に資するため、中学生を対象とした安全走行のワークショップを開催す
る。

おゆみ野地区の遊歩道、お
よび自転車レーン。泉谷中
学校。泉谷中学校育成委員
会との協議による会場設定
の上フォーラム開催。

【新規】

5 NPOネクストステージ 【新規】

高齢者が生きがいを感じられる充実した日々を過ごせるよう支援するこ
とを目的とします。
高齢者で十分生きがいを感じている人は１５％にすぎず、かつ低下傾向
が続いています（平成２６年度内閣府「高齢者の日常生活に関する意識
調査結果」）。高齢者が生きがいを持って元気で前向きに生きることが
急速に進展する高齢化社会の諸問題解決に繋がると考えます。元気な高
齢者は社会的負担ではなく社会に貢献できる存在にもなりえます。

高齢者を対象に「いつまでも元気！クラブ」を立上げ運営します。
高齢期を謳歌できるネクストステージととらえ、体力の衰えなど高齢期の課題を乗り越え、元気、自己実現、挑戦
を通じて生きがいを感じられる豊かなネクストステージの実現を目指します。
クラブは学び・動ける体づくり・人との繋がりを３本柱として、まずは元気の実現を目指します。教室ではなくク
ラブとしたのは参加者が自ら感じ動き、刺激をうけることでより元気になることを狙っています。

土気あすみが丘プラザ（土
気地区及び近隣エリア）

高齢者の元気を実現⇒元気な高齢者による新たな活動⇒能
力を活かしたボランティア活動など地域社会の活性化への
貢献
元気な高齢者が増えて地域活性化に繫がっている。

100,000円

【新規】

遊歩道の込み合うタイミングには歩行者、自転車の棲み分
けが自然とできること。
自転車レーンの利用者が増え、安全に車道通行できる日常
が実現すること。
棲み分け対策、自転車安全走行ワークショップに参加した
中学生が将来にわたり安全通行する意識を持つこと。棲み
分け対策を見た小学生が将来の棲み分け活動に楽しく参加
してくれる方向づけなど、持続性のある活動となること。
来年から実施されるシェアサイクル事業に対し自転車活用
のベースに寄与すること。

50,000円

自転車を通じたまちづくりは本市も推進しているとこ
ろです。正しい知識を広める活動は大変意義があるも
のと評価します。
中学生が対象となっていますが、中学生が小学生を指
導するような活動につながることを期待します。



Ⅱ区テーマ解決支援コース

No 団体名 代表者 活動・事業名 事業の目的 取組内容 実施場所 期待する効果・成果
交付額

（円）
審査委員会ｺﾒﾝﾄ 備考

Ⅲ地域拠点支援コース 　交付団体なし

全コース合計 交付件数　９件 交付決定額合計 1,349,000 円

【新規】

就園前の乳幼児を中心に子育てを楽しく支援するプロ
グラム内容となっていることを評価します。
イベントを通じ、育児世代の家族間のコミュニケー
ションが活発になり、今後、地域の交流に発展するこ
とを期待します。
急な規模拡大をするのではなく、また、費用のかかる
イベントに頼らずに、創意工夫による効果的な事業運
営を目指してください。

250,000円

地域の子ども達が自由な発想で自然や大人と関われるこ
と、親以外にも話せる、頼れる大人がいること、町に目が
ゆき届き、防犯からみても安心して過ごすことが出来る場
所になることを期待します。

土気駅、大椎町、あすみが
丘エリア

8

ちいロバうたくらぶは、わらべうた、季節のうた、親子のふれ合い。
パン教室くらぶは、料理とパン作り、発酵の不思議を学び。
ウォーキングくらぶは、「歩くは楽しい！！」をテーマに、町中を小さな道や歴史を探して歩き、冒険マップを作
り、皆に配布して活動を広げます。後半には遠足を企画し、ウォーキングの成果を生かし、里山を歩きます。

「こどもの問題を解決する！！」
声を出し、体にふれ合い、脳を発達させる親子コミュニケーションを増
やし、「歩く」ことで小さな気づきを生み、身体と心の発達を促し、
「食べる・作る」ことで生きるを学ぶ、積極的な子どもを育む地域づく
りを考えます。

ちいロバうたくらぶの親子遊び土岐 麗子ちいロバうたくらぶ

9 Link 関谷 優 子ども食堂
子ども達の孤食・貧困・居場所作り。
多忙の親御さんへの手助けに。
地域の人達を巻き込み、地域の輪が広がり活性化へ。

地元農家や商店などに協力してもらい、規格外野菜や、まだ食べられるのに捨ててしまう「フードロス」を提供し
てもらい、それらで食事を無料で提供。(株)カスミともフードバンク事業とも提携し、「ハードパントリー」を実
施している。

土気あすみが丘プラザ（緑
区あすみが丘・土気・大木
戸・越智）

一人も取りこぼしのない地域になってほしい。子供達に、
命を絶つ事がない地域になってほしい。大人に甘える事を
覚えてほしい。協力の輪がたくさん増えますように。

500,000円

子供の孤食を防ぐことや居場所として子ども食堂とい
う助け合いの場を提供し、子供たちを暖かく見守り育
てる取り組みを評価します。
必要最小限の費用で効果的な事業運営をされることを
期待しています。
参加費が無料となっていますが、個人の持ち出しがあ
る状況からも、参加費の徴収についても検討してくだ
さい。

【新規】


